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いと感じている受講生が多かった。大学院生なので変則的な形にも対応しやすいという声もあっ

た。ただし、履修登録したのに実際には受講しなかった学生や、本講義を履修登録しなかった学

生にとっては変則的な開講時間がネックだった可能性は否定できない。なお、学期中に今回のよ

うな形で開講するのと夏季・春季の休暇期間に集中的に開講する形のどちらが良いかという点に

ついては、意見が割れた。 

アンケートの自由記述欄に書かれた意見を読んで、反省すべき点が２つあったことに気づいた。

1点目は音声に関することである。各回の講義開始時と休憩時間後には相手側に音声がクリアに

届いているかソウル大側 TA に確認したのだが、音声が聞きづらい時があったとの意見が複数あ

った。もっと早くに気づいていれば原因究明や対策ができたかもしれない。2点目は、実習に関

することである。ソウル大側 TA が自分で実習内容を実行しながら説明してくれたのだが、作業

に大変習熟しているために進み方が速かったこと、東大側とは用いている計算機が異なるために

作業の細部に違いがあることの 2点で東大側受講者から不満の声があった。後者の点については

両校の受講者が同じ計算機を使うのが最善の解決法であり、次回また本講義を開講するチャンス

があった際には、ソウル大生にも東大の情報基盤センターのスパコンを利用してもらうことを

HAN教授に強く勧めたいと思う。 

以上に加え、相手校の学生と交流する内容が無くて残念だったとの意見もあった。本講義では、

多くの受講生にとって内容が高度なものであるため、各自に実習で理解を深めてもらうところま

でしか考えていなかったが、この指摘はもっともであり、両校の学生が共同作業するような課題

を盛り込むと、一層意義の大きな内容になったかと思う。次に開講する機会があれば、この点も

ぜひ検討したい。 
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